




























































































































































































































定義　確率変数 と を考えて， の分布関数を Fとする。また，この分布関数に の
条件付き確率が存在することを仮定する。このとき，すべての に対して が の
減少関数となる場合， と は一次確率相関であるという。

































個人 は収入 を得て，第二期においては を得るものとする。各期の家計の総収入を
と であらわす。個人は各期において，それぞれ と を消費するとする。家計は第一
期の収入から貯蓄をすると，貯蓄１単位当たり の収益があるとする。個人は時間











































































・Menegatti,M.（2009）Precautionary saving in thepresenceof other risks: a comment,
EconomicTheory39,473-476.














Furthermore,we explore recent researches: the effect of amulti-attribute utility to
precautionarysavingandrisk-sharingactioninahousehold.
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